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コ ン ラ ッ ド の 技 法
杉 恵 惇 宏
F・R.Leavis以後のコンラッド再評価の 動 きは今 だあとを絶たない状態だ
が,そ れに関連 して従来の コンラッ ド,つまり 「海の作家」 というイメージを
消すことにいささか性急に過 ぎるうらみがあることを痛感せ ざるをえない。確
かに"社 会派"小 説 とか,"政治小説"と か称される例の三部作は海の物語 り
ではない。今 やコンラッ ドを代表する作品群にの し上がったこれ らの作品の価
値にい ささかの疑念 をはさむわけでは決 してないが,そ のことと,従来の海の
作家 として取 り上げられてきた小説や物語がそれによって評価が低下 したこと
にたいする反論 とはまた別の問題であると考える。コンラッドが海の作家 とし
て世界に知れ渡 ったのは,そ れ相応の理由があり,正 当性があったことを認め
ることなしに,海 の作品以外の傑作群 を正当に評価す ることは,実 はコンラッ
ドの全体像 を補え得ない片手落ちの作業であると思 うからである。
ところで,コ ンラッ ドが船とい う小宇宙の一員であることを放棄 してか ら,
人生 を積極的に肯定 した ことがあったのだろうか。彼の精神は時代の社会的,
知的秩序 を積極的に否定 しているところがあるからだ。初期の書簡に見 られ る
大 きなテーマはやは り 「連帯の意識」であって 「連帯」については殆んど見 ら
れない し,孤立 と参加の相剋も書簡だけでな くエッセイに も特 にこれといった
記述はないようだ。たとえ両者に葛藤が生 じたとして も述べ られる観点は孤立
の立場にある。 「主人 と奴隷,犠 牲者 と死刑執行人の,苦 しむ人と苦 しみ を与
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え る人 の,永 遠に分離不可能 な存在」 を随伴 して生 きてゆかねば な ら な い。
「人 は最後 まで 自己の鎖のついた鉄 の玉 を引 きづ らね ばな りませ ん。思考 とい
う もの は悪魔の ようで もあ り,神 聖 で もある特権 に人 が支払 う代価 なのです。
ですか ら,こ の世で犠牲者 は選 ばれた人 だけなのです。物の道理 はわ かるが,
苦 しみ はす るが,気 狂い じみた ゼスチ ャーを し,白 痴の しかめ面 をした衆多の
幻 の間 を歩 く栄光 ある一群 なのです。 白痴 と犠牲者 と,貴 女な らどち らをと り
まますか」 とMargueritaPoradowska夫人 に宛てて書 いてい る。
白痴 を示す巨大 な大衆 と,知 性 と自意識 に よって孤独 を余儀な くされ る犠牲
t者との外面の葛藤の 内なる投影 と して語 られてい る。Heystが完全に傍観的 に
生 きることを人生哲学 として 「眺 めてい るだけで,決 して騒いではな らない」
と,してい るの も,す べて コ ンラッ ドの うちにア ウ トサ イダー的忍従 が基底 にあ
った か らか も知れない し,一 方 には 「個人 的記録」 の序 文にあ るとお り,「 忍
従 は無頓着 ではないか。わた しは非常 に多 くの人 を上へ 運んで行 く大 河の岸 に
単なる傍観者 として立 ったままに して置かれた くない.わ た しは同情 と憐慨
の声 に言い表 わす ことの出来 るほ ど深い洞察 力がわた しにはあると,す すんで
主 張 したい」 とい う文 章 もある。 これはおそ ら くHeystのモ ラルが結局 は否
定 された形 となってい ることに符合す るコンラッ ドの生の声 と も聞 きとれ る。'
コンラッ ドの小説の表面に現われ る物語は三十才以前の体験からとられた も
のが多 く,海の詩には生命や青春の讃歌が盛 りこまれ,島 に生 きる人たちはそ
の治外法権的な原始的な社会の中で自己を個人の資質の力で立証し,社会秩序
を支柱 として依存することは出来ずゴ底知れぬ孤独に落 ちた りする。彼の発見
した第三の世界は・生活の安全や秩序が圧制や革命によって粉砕 される世界,
社会か ら追放 された地下街の人びと,そ れに対 して武器 をとる人びとが存在す
る。 しか し,そ こに存在する人びとは諸々の関係の結び 目にす ぎず,も はやた
い した価値のな くなった個人の絆に,も う一一度なん らかの価値を,真 の 意 味
を,人 間の法,義 務,欲 求,感 情などの中に見出そうとす る作家の誠実性が流
れてい る。彼 は闘風 とい う名の社会 ドラマを書いたのだ,,と言 ったの はた しカ}
サ ン ・テクジ ュペ リだった6?ン ラッ ドの特質 は彼が描 く単純 で激情 的な事件
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の背後に ある動機 の探求,そ の普遍 性 を,文 明の索引力,触 知で きない諸々の
磁場 を火事の方 角 を感 じとる盲人 の よ うに模索す るところにある。.彼が イギ リ
スの フ ィクションに新た な ヴ ィジョンを持 ち込んだ ことはま ぎれ も な.い事 実
で,人 間の孤独感 とか個人 の 自己認識へ の模索 が二 十世紀の小説 の最 も特徴 的
な性格であ るとすれば,1900年にLordJimが 書かれた ことはその新 ら しい
趨勢の シンボ リックな事件 であ った と言 え るので ある。語 り手マ一 口ーは時計
の短い針 が文字盤 を三 周す る間に ジムの生涯 を語?て 聞かせ るのだが,い くら
か ピカ レスク風 に動 きと生 彩に富 んだ物 語のか げに,も うひ とつの別ρ意 図が
頭 をの ぞかせ る。豊富 な内実の本来語 りつ くす こ との不可能 な生 を,告 白 とか
物語 とかエ ピソー ドに還元で きない と語 る。 「しば らく前,幾 日も幾 日も前か
ら,彼 は誰 と も話 したこ とがなか ったが,し か し心の中で独 房にと じこめ られ
た囚人,あ るい は沙 漠で道 に迷 った旅人 の ように,声 の ない,脈 絡 の と れ な
い,際 限の ない対話 を行 って きたのだ った。い まはまだ,目 的がはっ きり して
い るとはい え,全 く下 らない質問に さえ答えてい たが,し か し,将 来は もう誰
と も話 す気 になれない のではないか と疑 っていた」 ・
Lord/imやTyPltoonの船長の ように,コ ンラッ ドの どの小説 で も主入公
は なん らかの訴訟事件,つ ま り法的に 自分 の体験 した事件 を報告 しなけれ ばな
らない状況 に直面 させ られ る。その ときは,あ らゆ る物語 が虚偽で あるとい う
こ とを悟 る。 「彼の言葉,彼 の真摯 な供述の ひび きその もの が,言 語が彼 にと
って,も はやなんの役 に も立たない とい う信 念 をかためてゆ くのだ った。向 う
側 にい る人 物 も,克 服す ることので きない ζの困難 を,理 解 してい るかの よ う
に見 えた。 ジムは彼 を見つめ,そ れか ら最後の別 れで も告げ るかの ように顔 を
そむけた」事件 の詳 細 をどうして も語 ることの で きない ジムが,悲 嘆の 目ざ し
を投 げかけるこの人 物 が,他 日,す べ て をもう一度 す っか り思い 出 して,ジ ム
の体験 した隼が,い かな る謎にみ ちてい るか を暗示す るのである。 「その後!
何 回 とな く,世 界各地の はるかな辺境 にあって,マ ー ローは好 んで ジムの思い
出 を語 って聞かせ るので あ った……。 しば しば それ は,夕 食後,微 動だに しな
い木の葉の茂みにつつ まれ た ヴェラ ンダで 涼んでい るど きだゴ た∵…。葉拳の
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赤い火 が,深 い闇夜 にぽ うと光 っ】ζいた'……、話 しは じめ るとす ぐ,ピ タと動
かな くな り,ま るで彼の精 神が,翼 をひろげて時間の流れ をさかめぼ り,そ め
過去の底 からもとって きて彼の口をつい て出るかの ようだ った」
人生が記憶 を通過す ることにようて,薪 らしい次元 を獲得 し,そ の不確か さ
が その まま,物 語 と現実 との間 に,あ る錯誤の はい りこむ余地 を再現す るのは
の ちに ブルース トの場合 と同 じだが,そ の物語の海底への投影 とい うか謎 とい
うか,「 存在の意識 を,す っかりある色 にい ろどうて しま うような 性 質 の 事
.件」 がわれわれの前に提示 され て,わ れわれが それ を疑わないのは まぎれ もな
くコンラッ ドの技法の堅牢 さにあ る。 「技法 はほとん ど無益であ る の み な ら
ず,少 なか らざる危険が ともな う」 と述べ た19世紀か ら20世紀初頭 まで批 判家
の代表的存在だ ったセ インッベ リーにと づて,小 説 とは登場人物 と手に汗 に ぎ
るアクシ ョンの面白い物語であって,1926年まで著作 を出 しなが ら,語り手 を物
語の内部に設定 し,そ の物語 を説明 させた り屈折 させた りした技法の価値 はつ
い に認識で きなかった。そ して ヘン リ ・ジェイムズと共 に コンラッ ドぬ きに し
て イギ リス小説の技法 め歴 史はない。 マーク ・ショー ラーは 「内容すなわ ち経
験 と,作 品 としてで きあが った内容すなわ ち芸術 との間には差が ある。 この差
が技法なのであ る。だか ら,わ れわれが技法 について語 るときには,ほ とんど
あ らゆることを語 ってい ることにな る。なぜ な ら,技 法 とは,作 家の注意 を,
彼の題材 である体験 に,必 然的に集 中 させ る方法であ る。つま り,技 法は,作
家 が 自分の主題 を発見 し,探 索 し,発 展 させ,そ の意味 を読者に伝 える唯一の
方法,そ して結局,自 ら主題め価値評価 を 行 う唯一の方法で あ る か ら だ」
("Techniqueasdiscovery")と書い てい る。
この意味で二十世紀小説に先鞭 をうけた ジムを始 め とす るコ ンラ ッ ドの傑作
群で,そ の テーマは結局 プロッ ト,人 物,舞 台,シ ンボル,構 造,視 点,ト{
ン,ス タイルに帰す るわ けである。 ゴ ンラッ ド再評価め先駆的役割 を 果 し た
M.C.Bradbrook,F.R,LeavisYM.D.Zabelなどについ でAlbertJ.Guerard
㌔はConradtke∩rov21ist(1958)'で
,コンラッ ドめ小説 のい くつか を充分 に論 じ
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る こ と に よ.って,ζ れ ら、作 品 の 控 え 目 な 長 所 の 数 か ず に 注 目 し,作 家 の 様 ざ ま
な ・フ ィ ク シ ョ ンの 技 法 を・わ れ わ れ に 提 供 して い る 。Guerard.の研 究 の メ リ ッ ト
は 一そ・の 序 文 に 明 ら か で あ る 。
TheChaptersonLord・ノ励,andNostromoattemptlengthyifnQtcom-
prehensiveaロalysis.Theypr㏄eedfrommyfeelingthatthegreatestnovels
(ascomparedwith:thegreatestpoelnsorplays),seldom.recei:ethefull
t◎chniqalanalysistheydese工ve,an(Lthefu巫notcasualrenderingoftheme.
MyaimistotalkasrigQrouslYandfullyabQutthesenovelsas.certain
criticstalkaboutpoems.Thusthesechaptersfranklyruntheriskof
eXqessiveargUmen.tandquotatiQnand,allu$ionintheirstrongdesirenot
tobβsllperficial..Ihave,beenurgedinthepasttobemoreminuteand
Moredjrec.tlyconqeエnedwithtechnique,'and.have・also、beenurgedtogive
myselfe}bow-roQm.In.thisvolumeIaccedeto.theseurgingsruthlessly;
(P.xiii)
-GUerardは'LordJi.M,Nastromo,TheAriggerofthe"Narci.Ssus"にお け
る 多 様 な 解 釈 と 構 造 の 問 題 に 取 り組 みp.特 にLordJimlの 分 析 で 著 しい が,h
こ う した 作 品 の 純 粋 に 小 説 家 的 な 様 相 に 多 くの 関 心 を 寄 也 そ れ に よ ゲ て場 所
と 人.物の 詳 細 が.見事 に 雰 囲 気 を か も し 出 し,見 事 な 唐 草 模 様.を作 り 出 し て い
て,そ れ ら が な け れ ば 小 説 の 難 解 な 性 格 は 捕 え に くい か も知 れ な い の で あ る.
Guerardが多 くの.ペ ー ジ を 費 す と.きに は き.まっ て コ ン ラ・ッ ドの 散 文 ス タ イ ル の
特 質 に あ る 程 度 の 注 意 を 払.う。
VernonYeungとRW.Stallmanも ま た コ ン ラ ッ ドの 作 品1に適 切 な 分 析 を
試 み て い る 批 評 家 で あ る 。,
Stallmanの分 析 で は 特 にTheSecret・Ageittが目 立 ち,、 小 説 の 技 法 的 な 様
態 に 議 論 が 集 中 して.い る が テ ー マ を・広 範 囲 に 具 体 的 に 展 開 し てじ.・るP
WhathaseludedConrad'scritics・ofthe.TheSecretAgent・isthe.simple,
factthatalltime-legaltime,civiltime,astronomical.time,and・Universal
Time-emanates丘om位eeniwichObservatpry,and:thatVerlpckismission,
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intheinterided:bombingofGreefiwiCh.'ObserVafoty,istodes缶oyTime
NowOorlifeitself.Conrad'scosmiciroriytisexemPlifiedinMr.Vladimir'忌
theorythat"thebombingupoftllefirstmeridianisboundtoraiseahowl
ofexecration."It,snowonderthatMr.VerlockisunnervedbyMr .
Vladimir'sorders:一一``Goforthefirstmeridian."Hismissionisthedestruc-
tionofspaceandtimeasthegreatcitcleofGreenwichmeridianisthe
zerofromwhichspaceismeasuredandtimeisclocked .・(TheArtof
Joseウh・()onrad,'ACrilicalS夕niposium,1960,P.236)
コ ン・ラ ッ ドの 小 説 の 世 界;"visibleuniverse"を見 渡 して ゆ く と
,わ れ わ れ
は 先 ず そ の 底 に 横 た わ る テ ー マ,あ る い は"truth"を 見 出 す こ と に な り,つ
い で テ ー マ の コ ン トロ ー ル の 度 合 い を 考 え る こ と に な る わ け だ が ,こ れ は 作 品
が 有 機 的 に 統 一 さ れ て い る か ど う か を 判 断 す る こ と に 通 ず る 。
コ ン ラ ッ ドは 作 品 の 背 景 を 構 成 す る に 際 して ,彼 の 行 動 の 場 所 を た び た び
``planet"とか"world"
.に擬 す る 。TheShadow.Lineの 語 り手 は"My
c・mmandmighth・vebeenaplanetflYingv・rtigin・u・ly・nit・apP・int。d
pathinaspaceofinfinitesilenc6"と述 べ て い る 。 彼 が 暗 示 的 で な い と き に
は ・ 孤 島(Victory),ジ ャ ン グ ル に 囲 ま れ た 内 陸 の 部 落(Almayer'sFol!y),
円 い 水 平 線 に 囲 ま れ た 船 の 甲 板("TheSecretSharer")と い う よ う に 隔 離 さ
れ た 場 所 か ら 比 較 的 容 易 に 全 域 を 推 測 で き る。Ivy("TheEndoftheTether"),
Flora(Chαnce),Axel(Victer夕),MacWhirr(Typhoon),Mahon[Mann]
("Youth"),Ransome(TheShadoωLinの な ど の 暗 示 的,象 徴 的 な 名 前 を
人 物 に つ け る こ と に よ り,あ る い は 違 っ た 国 籍(The、Nigger),個 性,職 業,
社 会 的 階 級(Nostranno),肌の 色,背 の 高 さ("FreyaoftheSevenIsles"),
欲 求,欲 望(Victoty)が 存 在 す る こ と に よ っ て 全 般 的 に 人 間 性 を 暗 示 す る 方'
法 か ら人 物 を 語 り,登 場 人 物 の 広 範 囲 な 性 格 を 明 ら か に す る 。 ア レ ゴ リ カ ル な
意 図 が 潜 在 的 に 含 ま れ て い る と き で さ え,見 失 っ て し ま う こ と は ま ず な い 。
AnOutcastoftkeIslandsのWillemsとAissaの 物 語 とAdamとEve
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と か,TheRoOferめPeyrol'と.R6al(わ物 語 ど ・UlyssesとTele血achus:など
の 伝 統 的 な もの,聖 書 の 中 に た と え られ る物 語 を聞 い た だ け で も,わ れ わ れ は
用 心 深 くな ら ざ る を え'ない 。'.
コ ン ラ ッ ドの テ ー マ は と き に そ の 題 名 と,し ば しば エ ピグ ラ フに 暗 示 され て
い る。 た い て い の 題 名 は 中心 人 物,本 筋,背 景(AnOutcast'ofthe・rslands,'
TheRescue,"TheLagoon"等)に わ れ わ れ の 注 意 をい く らか 不 当 に 向 け さ'
せ る け れ ど も,殊 にAlmayer'sFelly,"OutpostofProgress","TheSecret・
Sharer'1,UnderWestemEyes,ctSmiledfFortuneet,TheShadowLines
"Because・ftheDb]1ars".な ど は,わ れ わ れ の 注 意 は あ る 面 で 遠 回 しに で は
あ る が テ ー マ に 向 い て ゆ く。Nostromoに そ え ら れ た シ ェ イク ス ピ ア(King
lohn)の"Sofoulaskyclearsnotwithoutastorm"は 確 か に テt・一ーマ よ り
も プ ロ ッ ト,雰 囲 気,象 徴 を 暗 示 し,Lordlimに そ え ら れ たN・valisか ら の
引 用`iltiscertainmyc6nvictiongainsinfinitely,themomentanother
soulwillbelieveinit"は主 と'し'て視 点 に わ れ わ れ の 眼 を 向 け さ せ る 。 他 の,
例 え ばTkeChanceに つ け ら れ た チ ョ ー サ 一ーの
・ .　Alas!'Jquodsh-e,``thateverthisshOldehapPe!
ForwendeInever,bypossibilitee,
Thatswichamonstreormervei皿emightebe!"一
は あ い ま い で 役 に は ・立 ち そ う も な い 。 し か し 殆 ん ど の エ ピ グ ラ フ は コ ン ラ ッ ド
め 作 品 の 核 心 に い くぶ ん 近 い 所 ま で わ れ わ れ を 連 れ て ゆ く。Almayer'sFo砲
の"Qui:de』ousn'aeusaterrepromise、sonjourd'extase,etsafinen
exil～"IYIouthの"…buttheDwarfanswered:'No,somethinghumanis
dearer.tomethan.thewealthofthe.world!'".ASetof.Sほ の'"Les'
PetitesMarionnettes/Font,Font,Font/TroisPetitsTours/EtPuisS'EnVont,」,
Cltanceの"ThosethatholdthatallthingsaregovernedbyFortunehad
noterred,hadtheynotpetsisted・'there."等が そ の 例 で あ る 。
コ.ン ラ ッ ドのAuthor's'Notesは 概 し て 貧 弱 だ が,Almaye〆sFolly,An
OUtcasちNoStromo,thelSecretAgent,UndervaesterhEyes,Victoryそれ 一会
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に い くつ か の 短 篇 の 序 文 は テd・一白マ の 理 解 に 役 立 つ 部 分 が あ る。VictorPtの序 文
で,例 え ばHeystの"tragicflaw"が重 々 し く強 調 され 「… … ヘ イ ス トは み
こ と孤 立 主 義 を守 りつ づ け る うち に,自 已 主 張 の 習 慣 を失 っ て し ま っ て い た の
だ 。 べ つ に精 神 上,肉 体 上 の 自己 主 張 の 勇 気 ま で も失 って い た とい うの で は な
い 。 た だ,や り方,つ ま り,こ つ を失 っ て い た一 一 考 え ず と も無 意 識 の う ち に
働 い て 人 間 を傑 出 せ しめ る前 の 無 造 作 一 人 生 に お い て も,芸 術 に お い て も,
犯 罪 に お い て も,、美 徳 に おい て も,そ れ ゆ え に また.恋 愛 に お い て さ え も,人
間 を傑 出 せ しめ る あ の 無 造 作 な 心 の 動 き,手 の 働 き を失 っ て い た とい う こ とで
あ る 。 い ざ とい う と きが 来 て か らの 思 案 な ん ぞ は,完 壁 な 仕 事 の 成 就 を 阻 む 大
敵 で あ る 。文 明 人 が 身 に つ け た あ らゆ る習 慣 の 中 で,こ の 深 い 思 索 癖 ほ ど有 害
な もの は な い と私 は 断 ぜ ざ る をえ ない 」 とい うこ とに な る。
つ ぎに 最 も重 要 な こ と な の だ が,生 涯,誤 解 され て 悩 み は 絶 え な か った コ ン
ラ ッ ドは,作 品 の 意 味 を必 要 以 上 に 明 解 に した い と い う誘 惑 を 必 ず し も抑 制 で
きな か っ た よ うで あ る。 特 に 語 り手 を使 っ た 初 期 の 作 品 の 中 で,テ ー マ の 明 白
な 説 明 は 当 り前 の こ とで あ っ た。"Youth"の 結 末 で マ ー ロ ー は 仲 間 ・に 尋 ね
る。"Wasn'tthatthebesttime',"thattimewhenwewereyoungatsea;
yeungandhadnothing,ontheseathatgivesnothing,excepthard・knocks
-andsometimesachancetofillyoustrength-thatonly-一一ー－that.you
allregret?"普通 テ ー マ と い う もの は簡 明 に 述 べ られ て い る もの で は な く,,全
体 を通 じて,ま た は 思 索 的 な 断 片 的 な文 章 とか お説 教 じみ た 語 り口 か らそ れ を
集 積 して 判 断 しな け れ ば な ら ない 。そ した個 所 はAlmayer'sFolly,Talesof
Unrest,TheNigger,``Youth",``HeartofDarkness",``TheEndof'the
Tether",Lord∫imなどに は た び た び 遭 遇 す る 。"AnOutpostofProgress"
と な る と全 篇 に 溢 れ て い る感 じが す る。
以 上 の 点 で コ ン ラ ッ ドは わ れ わ れ の 読 み を助 け て い るの だ が,そ れ で も 充 分
に と い う わ け に は ゆ か ず,題 名,エ ピ グ ラ フ,作 者 の序 文 は 適 度 に有 用 で あ る
に す ぎな い 。Lord1加 以 降 コ ン ラ ッ ドは 次 第 に 沈 黙 して ゆ く。,TyPhoonは
Leavisの言 葉 を借 りれ ば"thesignificanceisnot[atleast,impoytahtly]
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adjedtivaP'であ る傑 作 の 最 初 の もの でiつ づ`く八 年 間,コ'ン ラ'ッ ドはt`'AmY
Foster",Nostromo,"TheDuel",``IlConde,,,TheSecret'Agent,丁舵
SecretSkarer,UnderWesternEyesを書 い て い る が,そ れ ぞ れ に 沈 黙 は 守 ら
れ た ま ま で あ る 。,
コンラッ ドの テーマは,彼 の フ ィクションの世 界にある対象物ない しは人 物
にたい して くり返 して なされ る言及 か ら部分的に現わ れ て く る が,例 え ば
NostromoではSulacoの血がふ りかか った街路の上に`り りし くそびえ立つ雪
をい ただいたHiguerotaにたい して くり返 さ.れる言及 は,物 質に惑わ され た
社会の半道化 の光景 を くっ きりと浮 きあが らせ てい る。 同様 に"AnOutpost
ofPrqgress"でのfirstagentが墓で寝 ている とい う数回の言及 は1社 会の
保護 を奪 われたと き荒 野の 中で生存す ることの 出来ない人 び との切迫 した運命
を強言周し'てい る◆
彼 の作品の申で ある対象物 と人物が,他 の対象物 との比較 ない しは対照 をテ
ーマとして表 わ してい ることをそれ とな く示すために年代順に置か れ て い る
こ とがあ る。Almayer'sFollyのマ レー人,ア ラブ人,ヨ ー"ロッパ人が うごめい
てい る背景で,生 き残 るために死に物狂いで葛藤 をつづけ る密林 を一べつす る
の は,人 類の原始的な本性 を暗示す るわけで,効 果的な並列の例で ある。NanI
Shan号の騒々 い 、嵐 に弄ば され る甲板の遥 か上空 に,t冷い,遠 い星 を見上 げ
るのは 自然への崇高 な無関心 を(TJ,Phoon),夢中になった マ一 白ーの側で踊・
り狂 う土人 は文 明人の虚飾の薄 さを("HeartofDarkness")y誇大妄想狂の
教 授 とすれ ちが うロン ドンの群集 は アナキス トどアジテー ターの究極的な空虚
さを示 唆 してい る6
.孤立 した対象物 ない しは登場人物 は読者を きまつて正 しい方向へ眼 を向けさ
せ る とは限 らないわけで,物 語の世界の 中のすべ ての対 象物と人物 の間に存在
す る相互関係 を吟味 す る必要 がそこか ら生 じて くる。,もちろんある種の葛藤が
いかなる フ ィクションに も必要 なよ うに,・い くつかの対象物 と人 物に反 映 した
葛藤 を発 見 しなければな らない 。多 くの物語世界の 中デ,イ メニ ジの葛藤 ない
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しは対立 が明 らか となる。 例 えば"Youth"で は文字 どお りすべ ての対象 と
人 物が創造的で あるか破壊的 か,生 か死 かに分類で きるほ どで あ る。青年 マー
ロー,海,バ ンコック,ポ リネシアの島 とその住 民,ノ 踊 躍 号の乗組 員の精
神,等 々すべて これ らは創造 と生 の イメー ジで あって,老 マー ロー,そ の 聞 き
手,腰 をかけてい る居酒屋,Falmouthの人聞,イ ギリス自体,ノiudea号の老
朽体,乗 組 員の老いぼれ た肉体,等 々;こ れ らはおそ ら く破壊 と死 の イメー ジ
である。
コ ンラッ ドのほ とん どの作品の 中で,イ メー ジの対立は見 つけに くい。例 え
ばTkeSecretAgentであ るが,遠 くか ら見 ると,この小説 の世界は暗 い街路,
見 すぼ らしい店,陰 のある人 物,秘 密の共謀な ど,す べてが同種類の もの にみ
え る。最 初眼 には,コ ンラッ ドは この世界 を侮蔑 してい るかにみ え るが,一 歩
宴 づけば イメー ジの中の違い は明白 とな る。合理性 と秩序の シンボ ル で あ る
GreenwichObservatoryは,読者の心の 中で物語の最後 の方で見 る ロン ドンの
雑 踏に次第 に一致 して くる。 どち らも人 間の ソリダ リテ ィを示唆 し始め る。つ
いで読者 は,憎 しみ と狂気の暗い社会の 中の愛 と正気の使徒 たるStevieのこ
とを考 え始 め る。彼 もまた ロン ドンの雑 踏に属 してい るように思 える。 これ ら
の イメー ジは,そ れ を破 ってい る人 物 と対象物に対立 していてMr・Vladimir,
Verlock,Michaelis,同志Ossipon,KarlYundt,教授,街 路,彼 らの裏切 りの行
為 を効 果的に隠 してい る店,彼 らが操作 す る様 ざまな爆弾 と爆発物,行 政者 と
時 には煽動 さえ し,彼 らの危険 な計画 を大 目にみ る警察,等 々 を示 してゆ く。
テーマに関 して,コ ンラッ ドの フ ィクシ ョンの世界の色合 い,陰 影 もまた意
味 を持 つ ことが ある。色彩 と陰はその性質 その ものか ら,そ れだけで知的 な意
味 を正確に表現す ることは出来 ない けれ ども,あ る種 のあい まい な対象物 と人
物の相対的 な倫理 的,形 而上的価値 に付加的な照合 を与 え ることに よって表現
で きること もない わけではない。概 して,明 るい陰 と,明 るい色は 生 と 創 造
を.暗 い影 とすすけた色は死 と破滅 を表 わすだろ う。普通 コ ンラッ ドは陰の使
用 よ りも色の使用が テ一一マに関係 す ることがあ る。"Karain"と"Youth"は
明瞭 な葛藤 を描い た,比 較的単純 な物語であ るせいか多分に色彩の相剋 に よっ
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て明示 されていて,中 心 的な形 而上的,倫 理 的相剋 を示 してい る。 この二 つの
ノス タル ジックな物語では,中 年の語 り手は東洋の鮮明な色彩 を見 たい と切望
す る(" .Karain"では島の緑 を,"Youth"で は 大洋 の 青 を)。 もっとア イ
ロニカルなNostromoでは,色 彩 はパ ラ ドキシカルな 価値 を反映 してい る。
Costaguanaの景色 とSulacoの家 と衣装 の明か るい鮮明 な色は ノス トローモ
の清 廉 さ,ま たはサ ン ・トメ鉱 山の天恵 と同様 に幻影で あ り,当 てにな らない
もの なので ある。
コ ン ラ ッ ドの フ ィク シ ョンの 中 で 生 き る人 物 の 中 で,彼 らの 生 活 の ア レゴ リ
ー を暗 に 示 す こ と に よ って テ ー マ が 直 接 的 に ほ の め か さ れ る こ と が あ る。
"AmyFoster"でのYankoGooral]の誕 生 ,苦難 と究 極 的 な 運 命 は,人 間 とい う
もの は この 世 の 中 で い か に孤 独 で あ る か を強 調 し,暗 示 す る。そ して 第 二 の 人 物
また は サ ブ プ ロ ッ トを 考 え る こ と に よ っ て,主 人 公 の 生 活 の 解 釈 の 正 し さ を確
認 す る こ と が 可 能 で あ る。例 え ば,"TheSecretSharer"ではLeggattの,特
にSePkora号 で の 生 活 を考 察 す る こ と に よっ て,コ ン ラ ッ ドが 考 え る人 聞 と
い う もの は,人 類 の 力 を活 動 的 に 導 い て ゆ か ね ば な らな い こ とが 言 い た い の で
あ ら う こ と を 知 るの で あ る。NestromoではViolaと そ の 娘,CharlesGould
と妻 のEmily,MartinDecoud,AntoniaAvellanos,Dr.Monygha叫Senor
Hirschの生 活 は どの 点 か らみ て も"incorruptible"なCapatazdeCargadores
の 生 活 の よ うに,人 間 の 幻 影 の 破 局 的 な 危 機 の 啓 示 な の で あ る。
人 物 の 生 活 を総 体 的 に観 察 する こ との ほ か に,彼 ら の 生 活 の 重 要 な モ メ ン ト
を 考 察 す る こ とに よ って 作 品 の テ ー マ を発 見 で き る こ と もあ る。"TheBlack
Mate"と か"TheInnoftheTwoWitches"の よ うな 生 活 の た め に 書 い た
作 品 に あ る よ うに,actionのた め のactionの よ うな もの は コ ン ラ ッ ドの 第 一
級 の 作 品 に は 見 ら れ な い 。 そ れ は それ 自 身 と してthematicでもあ る し,人 物
を テ ー マ の モ メ ン トに 向 け て 速 や か に動 か して ゆ く。TheShadowLineの 熱
病 流 行 の 間Ransomの 間 断 な い 働 きは そ の い い 例 で 一 見 そ の モ メ ン トは割 と
重 要 で は ない よ うに 思 え る。 しば ら くた っ て み る と彼 の 行 為 は中 心 的 な ア レゴ
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り一こを正確 に劇化 し,危 険 なカオ スの世界 に住 む脆弱な人間の ヒロイ ックな能
力を劇的 に してい ることカ1わかる。J.、.'.'
'
もちろんコ ジラッ ドb)ような有機 的な作家 の外面的な.acti6hが小説の テー
ご
.マだ け で は な くて,主 入 公 の 内 面 の 葛 藤 を劇 化 して い る わ け で もあ る 。Uitder
Westerh石動sの 中 でRazum6vが:HaldinをGeneralT－ とCounciller
Mikulinに売 っ た こ と は彼 自身 の 良 心 の 裏 切 り を客 観 化 す る もの で あ り,Lord
∫imで は 紳 士Brownと 仲 間 の,Patusanへの 脅 威 は ジ ムの 今 め 安 定 性 に た い
して 過 去 の 不 安 へ の 脅 威 を,さ らに,"TheDuel"で のD'HubertとFeraud
.の 間 で 行 わ れ た 致 命 的 な 斗 い は,全 理 性 の 力 の 間 のD'HUbert自身 の 胸 の 中で
猛 威 をふ る っ た 斗 い を 客観 化 して い る もの で あ る。・''"・
i't'.''"・'・
Lつ ぎ に お お か た の 作 品 に 大 な り小 な り感 じ と る こ との で き る シ ンボ ル が ,や
は り コ ン ラ ッ ドの フ イ'グシ'三,シの 中 で 大 き く作 用 じて い る の を知 る こ と が で き
るぴそれ は さ ま ざ ま な 形 で 現 わ れ る が,ブ イク シ ョ ンの 背 景 と人 物 の ア ク シ ョ ン
め 解 釈 を暗 示 す る もの だ が,'"Heailt'ofDarkness"はそ の よ うな コ ン トロー
ル さ れ たambiguityの中で そ の こ と が特 に 顕 著 で あ る。 コ ン ゴ へ の マ ー ロ_の
航 海 ほ,第 一 に 生 め ア レゴ リニ を暗 示 して い る が,.また い くつ か め ア レゴ リー
を 読 み と る こ と が で き る。 悪 夢(例 え ば,"ItseemstomeIamttyingto
tell・you・adream."]IM'め,茶番 劇(例 え ば"Wecalledatoncesomemore
placeswithfarcical,names,wherethemerrydance.ofdeathandtrade,goes
on・?'Ibiの,'Virgilめunderworldへ の 旅 ,Dante.の 地 獄,'先 史 時 代 め 世 界
,・(例え ばi .'`召℃oingupthatriver,waSliketravelingbacktotheearliest
begiliningofthe、worl〈L'}Ibid).等 々 。 マTロe・一…の 経 験 の グ ロ テ ス ク な 悪 夢 の
'中に 読 者 を感 情 的 に 引 き込 む こ との ほ か に・
e"HeartofDarkness・・ の シ ンポ
・り・ス トの 含 み が 読 者 に 真 の 洞 察 力 を与 え ,'彼の 恐 怖 の 物 語 の 世 界 の 中 に 引 き こ
ん で ゆ く.・T〃・ 碗9%』`;Y・irth",勾蜘 砺`fTheSecretShll・e・"・の 含 み ほ
テ ー マ と して 表 に現 わ れ て い て,・同 じ こ と はTkeShadoεeLine'にID.kL,N:f(.も言
え る。・'U友der'碗s緬κ・」勤 臼 の 場 合 は ざ らに 成 功 した 例 で;lHaldi江.の幻i訂 こ
二 ・34一 ・
つ きま とわれ るRazumovはテーー マ と して現 わ れ て い る と同時 に心理的 に読煮
を納得 させ る力 を もってW・る。
人物・対 象物・場 所の引喩的・象徴的・暗示的 な名前 に注 目す ること むコγ
ラッ ドのア レゴ リカルな意味 を知 るのに必票な作業で ある・例 えば"You!k・'1
のJudetz号,Celestial号,Beard船長♪Abraham,Mannと発音 され るMahon・
第 二に 暗示的 な直喩 と メタフ ァの使用。 ヘ ンリ ・ジェ イムズに似 て,情 緒的
な振動 を適度の強 さに保 ちつつ,作 品の調子 を思 うままに操作 し,み ごとに感
情 と気分 の統 一を造 り出す。 この よ うな集 中性は,設 定 さ、れた状況 の感触,な
い しは 自己の所属 す る社会の色調,を 読者 に伝 え ようとす る小説 家に欠 くべか
らざるものであ る。 テーマや主題は抽象的 に捕 え られ る もので もなければ,・皮
相的 な事件 として捕 え られ るので もな く,そ の情緒的共鳴 と倍 音に よって伝 え
られ る もめで あ る。分析 してみ る と,そ の振 動や共鳴 は,中 心 とな った シンボ
ルか,相 互 にかかわ りを持 つ メタフナーの集 ま りに よって生 じた ことがわか る
場所 が非常 に多い。例 えば"TheSecret・Sharer"で,この作 品は ドラマテ ィ
ックで 冒険的 な アクシ ョンの次元に位 置する ものであるが,同 時 に,も っと深
い意味 を暗示 す る次元 に も立 っていて,わ れわれの安全 と成功 を取 り囲む災厄
について さまざまな人 聞の抱 く意識性の種類 にかかわ りを持 ってい るgLeggatt
の逃走 を助 けてや る若い船長 は単 にコ ンウェイ出身の敏感 な青 年 とい うだけの
存在で はな く,意 識す る人 間性 の大 きな部面 を代表す る存在で もある。その他
の登場人物は卑 しむべ き愚か しい法律崇拝 を象徴 してい る。危機 一髪の ところ
で難破 か ら逃 れ る船 も,神 秘 につつ まれて暗 く,.また雄々 しい希望 や新 らしい
運命 を示す ように陽光に輝 く海 その もの も,例 に よって,み ごとな シンボル と
なってい る。第三 は,'あるkey・wordsの反覆使用で,例 えばTheShadow
Lineの語 り手が使 う"fairy","sorceress","enchan‡er",UnderWestern
Eyesの語 り手が使 う"phantom","thedead"T(ieNiggerと"Heartof
Darkness"'の語 り手が使 う"Satan","devil"などで ある。
コンラッ ドの テーマ を視 点だけか ら推測す るの はむつか しい けれ ども,'彼の
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傑作群 においそ は,視 点 は よ くその語調 を決定 し,そ の語調 はほ とん ど常 に テ
ーマ追求に役 立 ってい る。視 点は ナ レー ター と語 りの間のあ る距離 を示 す作品
では特 に機 能的で あ って,あ る距離 を置いた観 点が その世界 を視 るナ レー ター
は作者 自身であれ,マ 一 口ー,語 学教 師,地 方の医者で あれ,そ れが誰 に し
ろ,語 ってい る物語 にあま りに近す ぎるナ レーター よ りもはるかに よ く読者の
反応 を抑制 し,適 切 な態 度 をdiction,syntax,rhythm,pace,言葉 の音調の 中
に注 ぎこむ ことがで きるので ある。 コンラッ ドは語 りの距離 をい くつ かの方法
で保 ったので あ るが,そ れ は第一 に,自 身 を少々距離 を置い た全 知の語 り手 と
して使用 したこ と で あ る。"OutpostofProgress",T■Phoon,Nostremo,
"TheDuel"
,TheSecretAgent.第二 に,マ イナーな人 物 を個性 と環境 とも
に離れ た場所 に置 くことに よって,述 べ られてい る人物の 運命が一人称 の語 り
手の役 をす ることで ある。Lord∬ 〃2,"AmyFoster","1正Conde",Under
VVesternEyes.第三 に,主 要な人物 を物語 か らはず して おいて一人称 の語 り
手役 にす ることで あ る。TheＬMigger,"Youth","HeartofDarkness".第四
に,語 り手の 中に語 り手 を使 う 方 法 で"1"を 語 る"1"'か("Youth",
"HeartofDarkness")物語 の山場の主要な語 り手 を語 るサ ブ ・ナ レ ー タ ー
(LordJim,Nostromo)であ る。
以上の作品の相対的 な成 功 は,少 くとも∫ 主要 な問題 のため に距離 を置い た
語 り手 が採用 した,軽 蔑的 な,ぼ んや りした,あ きれた ふ うの,ノ スタル ジッ
クな態度に部 分的 に負 うてい ることは確 かで ある。 その態度 はたい て い の 場
合,お だやかに皮 肉 っぽい か,辛 らつで皮肉 っぽか った りす る。"Karain"や
TheNiggerのように,ま れではあ るが圧倒 的に郷愁 を含 んだ もの も あ る。
"Youth"は両方の態度 を示 す ユニーー クな作 品 で あ る。 実 の と こ ろ コ ンラッ ド
の視 点の重要性 を充分 に納得 したい と思 うな ら"Youth"を視 るに限 る。そ こ
にあ る意味 は多分 に過少評価 され てい るの だが,青 年の功業 にたいす るマー ロ
ーの ア ンビヴァ レン5な 態 度か ら引 き出 され るはずで ある。TheSecretAgent
を例 外 と して,"Youth"はコ ンラッ ドの語調の技法 では第一級の作品であ る。
Lord∬初 と ∧rostromoに著 しく,Almaye〆sFo1砂とChanceで は そ う
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で は な い の だ が,概 して,・時 の 流 れ が対 象 物 と人 物 と ア ク シ ョ ンの 聞 に 存 在 す
る主 題 の 相 互 関 係 を強 調 す る た め に,く り返 し変 化 を もた せ,分 解 さ れ て い
る 。 視 点 と共 に,こ の よ うなtime-shiftは,伝統 的 に語 られ た 作 品 で あ れ ぱ 見
失 うか も しれ な い 多 くの 意 味 あ る比 較,対 照 を発 見 させ て くれ るわ けで あ る 。
例 え ば,Lordlimで は,サ ブ ・ナ レー タ"の 助 け をか りて,マ ー ロー は 」Patna
号 か らjumpす る ジ ム の シ ー ンに 話 を も ど し,そ うす る こ と に よ って,そ の シ
ー ンの 重 要 性 をわ れ わ れ に 認 識 させ る の で あ る 。 つ ま り.シ ュタ イ ンの 有 名 な
夢 の 話 と,ジ ム最 後 の 自 己犠 牲 の 叙 述 に お け る よ う に,こ こで マ 一 回 ー が 記 憶
に 残 る よ う に暗 示 して い るの は,幸 福 とい う もの は 良 心 と人 間 の コ ミェ ニ テ ィ
に 忠 実 で ない 者 に は絶 対 に 訪 ず れ ない こ と を知 らせ て い る こ とで あ る。
特 に 短 い 作 品 の 最 後 は ほ と ん ど一 様 に そ の テ ー マ を強 調 して い る 。 長 篇 で
も,テ ー マ の 発 見 を 主 人 公 が 発 見 す る こ とで 終 っ て い る 。"Ah,Davidson,woe
tothemanwhosehearthasnotlearnedwhiieyoungtohope,tolove-
andtoputitstrustinlife"とHeystは言 う(IZictory)。TheNiggerのよ
.うな 比 較 的 短 い 作 品 で は,自 己 発 見 が 普 通,最 後 の 文 章 に きて い る。"Haven't
we,togetherandupontheimmortalsea,wnlngoutameaningfromour
sinfullives?Good-by,brother!Youwereagoodcrowd.Asgooda
crowdaseverfistedwith'wildcriesthebeatingcanvasofaheavyforesail;
ortossingaloft,invisibleinthenight,gavebackye】1forye珊toawesterlY
gale.',
The.SeeretAgentの結 び の 文 章 は,ロ ン ドンの 日 中 の 雑 踏 に ま で 教 授 を 追
っ て ゆ くこ と に よ っ て,ア ナ キ ズ ム の 不 毛 と狂 気 を 重 々 し く強 調 し て い る 。
``Hewalkedfrai1
,insign田cant,shabby,miserable-anddespairtothe
regeneratienoftheworl(LNobodylookedathiMrHepassedonunsus-
pectedanddeadly,likeapestinthestreetfullofmen."マテ ィ リ ア リ ズ ム'
の 不 毛 と 狂 気 と い う 点 で はNUstromoの 最 後 で,ノ ス トロ モ の 死 を な げ く
Lindaの 悲 しみ の 声 が 皮 肉 な 調 子 で 強 め ら れ て い る 。"Inwhattruecryof
undyii)gpassionthatseemed'toringaloudfromPuntaMalatoAzuera
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andaway,tothebrightlineb('thehoriZon,overhungbya,bigwhitecloqd
shinning'likeaπハasSofsolldsilver[abril!iantlysubtletoU¢h],thegenius
pfth・magnificent'C・pata・deCa・g・d・re・d・minat・dth・da・kgulf,。ntain.
inghis.conquestSiof.treasUreandlove.・・
・ テ:?マの 統 一 性 に つ い て も傑 作 と称 せ られ る作 品 に は 高 度 の ÷ 貫 性 が あ る
が ・The.Rescue・"BecauseoftheDollarS","TheWarrior'sSoul"など後
期 の 作 品 に はGUerardやMoserの 猪 道 を待 つ ま で もな く,reality不足 ,力
の な い 散 文 が 多 く見 られ,退 屈 な 物 語 と な っ て い る 。.
した が って,作 品 評 価 の 際 に 作 品 の す べ て の 様 想 を考 慮 しな け れ ば な ら な い
の は コ ン ラ ッ ドも例 外 で は な い 。
∵ 信 じ る に 足 る とい う こ と と,・効 果 的 な文 体,作 品 の テ ー マ と は 直 接 関 係 な い
が}素 朴 な 小 説 の 質 を決 定 す る要 素 で あ る こ と に か わ りは な い 。 彼 の も っ と も
グ ロ テ ス クな 物 語 世 界 の 中 で,わ れ わ れ が 遭 遇 す る入 物 は わ ざ と ら し さ が な い
し,彼 らの 行 為 に も必 然 性 が あ る。TheSρ6磁Agentの 狂 気 の 世 界 で ,教 授
の よ うな 狂 人 を受 け い れ た り,Greenwich.Observatoryを爆 破 す る よ うな 気 狂
い じみ た 行 為 ・'さら に は 人 物 を爆 破 す る計 画 で す ら容 易 に 受 容 で き る の で あ
る 。"TheDue1"の コ ミ ック ・オ ペ ラ然 と した 世 界 で は ,道 化Feraudと そ
の 茶 番 め い た け ん か 好 き に は,'相 応 の=貫 性 が あ る 。 同 じ よ うに"Heartof
Darkness"の悪 夢 の 世 界 に住 む ク ル ッ と彼 の 慰 み に つ い て も
,わ れ わ れ は 信'じ
て 疑 わ な い 。
わ れ わ れ が 遭 遇 す る人 物 の ほ と ん どは ,グ ロテ ス ク とい う よ り も,生 きて い
る 実 物 で あ る とい う感 じ を抱 く。 コ ン ラ ッ ドの シ ンパ セ テ ィ ッ ク な人 物 を考 え
て み る と,彼 らの お お くは 問 題 を含 ん だ 倫 理 的 特 質 を示 して い る こ と が わ か
る 。Narcissus号の 男 た ち,ジ ム,CharlesGould,ノ ス トロe-・一ーモ,Decoud,Il
Conde,ラズ ー モ フ等 は お お くの 点 で 賞 讃 す べ き もの を持 っ て い る け れ ど も,
自分 本 位 の 理 由 とい った もの の た め に,人 間 の コ ミ ュ ニ テ ィへ の 責 任 を 回 避 し
て い るの で あ る 。 彼 らは 時 と して 望 ま し くな い 性 格 を ち ら つ か せ る。Emily
Gouldは外 国 の 名 士 を もて な す の が 極 端 に好 きで あ り,D・Hubertはフ ラ ン ス
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共 和 国 よ り・も 自分 の 名 誉 に 固 執 し,'Lingardは娘 の 幸 わ せ を保 証 す る こ と よ り,
自分 の 商 業 勢 力 拡 大 に 関 心 を もっ て い る よ う に み え る。"HeartofDarkeess"
で マ 一 口 ー が 言 っ た よ うに,凶 暴 な,そ うで な け れ ば 卑 しい 性 質 を も った 人 間
と."unforseenpartnership"を持 つ 。Narcissus号の 乗 組 員 はWaitと
Donkinの中 に 彼 ら 自 身 の 姿 を,マ 一 口ー は 蛮 人 と ク ル ツ の 中 に 彼 自身 を,ジ
ム はBrown'の 中 に,D'HubertはFeraud'に,IlCondeはCamorraに,
TheShadowLineの語 り手 はMr.Burnsの 中 に そ れ ぞ れ 自 己 の 姿 を発 見 す
る 。
コ ン ラ ッ ドが リア リテ ィを作 り上 げ る に 採 用 す る 一 つ の 興 味 あ る方 法 は,他
の 点 で は 英 雄 的 に す ぎ る か,卑 劣 す ぎる か に 思 え る人 物 を コ ミ ッ ク な 姿 に して
見 せ る こ と で あ る。 語 源 か らわ か る よ うにhumorousで あ る こ と は人 聞 的 で
あ る とい う こ とで あ る 。shoretogsを着 て,お お き な,毛 む く じ ゃ らの 手 に
優 雅 な 傘 を持 ち,東 洋 の 波 止 場 を の ろ りの ろ りと歩 い て い るMacWhirrの 姿
はhumorousで あ り,黒 ぶ ち 眼 鏡 を か け たSingletonがBulwerのRe(ham
を一 字 一 字,苦 労 しな が ら読 ん で い る姿 も そ うで あ る 。人 間 的 な 姿 で あ る 。
Patna号の ドイ ツ人 の 船 長("somethingroundandenormous,resembling
asixteen・hundre{土weightsugar-hogsheadwrappedinstripedfiannelette")
は 異 様 な ほ ど コ ミカ ル で 人 間 的 で あ る 。 さ ら にVerlock,Michaelis,同志
Ossiponのよ うな 怠 惰 な 人 間 が,彼 らの 未 来 の 勝 利 を確 信 を もゲ て予 言 して い
るの を聞 く と き,た と え 彼 らの 女 房 た ち が 彼 ら を支 持 しな い と して も,三人 が 生
きて ゆ くに は 大 変 な=苦労 をす る で あ ろ う こ と が わ れ わ れ に は わ か り,Soho地
区 の ア ナ キ ス トの 実 在 感 を疑 う こ と は で きな い の で あ る 。 教 授 に はTheSecret
Agentの狂 気 の 世 界 が,F;randにはf`TheDuel"のコ ミ シク ・オペ ラ風 の 世 界
が,ク ル ツ に はr・HeartOfDarkness"の悪 夢 の 世 界 が そ れ ぞ れ 必 要 で あ る。ま
た,Nostromoに説 得 力 の あ る外 国 語,句,名 前,慣 用 句 的 表 現 が 散 見 さ れ る一 方,
特 に海の作品にほ専門語が効果的に使用 されている点などが,コ ンラッドの作
品 にrealityを与えてい ると も考 え られ る。言 うまで もないが コ ンラッ ドの作
品 がrealityを生む最大 の理 由は人物の視点の採用で ある 。 どこにで も行 き行
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す る 全 知 の 眼 を通 して 見 る よ り も,登 場 人 物 の 中 の,生 き て い る人 の 眼 を 通 し
そ 見 る と きの ほ う が よ り真 実 味 が あ る こ と を コ ン ラ ッ ドは 知 っ て い た 。 そ の た
め にTyPleoonとTheSecretAgentの よ う な 作 品 に,'彼 は 登 場 人 物 の 有 利 な
地 位 か ら,彼 の 全 知 の 力,記 述 さ れ る対 象,人 物,ア ク シ ョ ン を た び た び 制 限
し た わ け で あ る 。 そ し て 見 事 な 印 象 主 義 的,・主 観 的 な 叙 述 を 生 む こ と に な っ・
た 。 わ れ わ れ は 事 物 を あ る が ま ま に 見 る よ り も,そ う で あ ろ う と 思 わ れ る よ う
に 見 る の で あ る 。 例 え ば,Judea号 の 甲 板 か ら 遠 く を 眺 め て い る 若 い マr回 目ー
が い る 。``OfteoftheboatsdropPedinthewater,andwa]kedtowards.us
.upontheseawithherlongoars"(Youth).Sulacoの 港 の 側 にDr.
Monyghamが い る 。"ThethreeIsabels……apPearedsuspended,purple-
black,intheair.Thelittlewaveletsseemedtobetossingtinyredsparks
uponthesandybeaches."(Nostromo)スク ー ナ ー の デ ッ キ か ら"Karain"
の 語 り手 が 見 え る 。"Thehills,purpleandarid,stoodoutheavilyonthe
sky:theirsummitsseemedtofadeintoacolouredtremble.asofascending
Vapour;theirsteepsideswerestreakedwiththegreenofnarrowravines;
atth・i・feet'1・y・ice－五・ld・,plant・in-P・t・hes,y・11・w・and・・ .At・・rentw・皿d
abbutlike'adroppedthread."(TalesofUnrest)観察 者 が動 い て い る と
き は,そ の 効 果 は特 に 著 しい もの と な る 。 ・
JTh
esteersmandughispaddleintothestream,andheldhardwith
st迂fene(larms,hisbody'thrownforward.Thewatergurgledaloud;and
suddenlythelongstraightreachseemedtopivotonitscenter,theforests
;
swunginasemi・i・cl・,・ndthesl・ntingbeam・ ・f・un・ett・u・h・dtheb・ad二
sideofthecanoe'withafieryglow,throwingtheslenderanddistorted
shadowsofits'crewuponthestreakedglitteroftheriver.'Thewhite
manturnedtolookahead.(TalesげUnrest)1'
'"TheLagoon"の こ の 文 章 は
,コ ン ラ ッ ドの 傑 作 に し ば し ば 出 会 う も う 一
つ の ス タ イ ル の 長 所 を 示'し て い る 。例 そ え ば 」 ・"'dug","sti丘ehed","thrown"」
'"
swing　,ttslanting",E`touched",.``throwing　,"distorted.,,,"streaked㌧'.
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な どの動詞,準 動詞の あ ざやかな使い方で ある。文全体に示 されてい る リズム
感 と,擬 音 の効果,"dug","gurgled","swing"のような言葉 の中だけで
な く,数 多 くの歯擦音 を聞 く思い がす る。初期の スタイルは活気 とア イロニー
とシンボ リックな想像 力 と情緒 的な豊 かさであ り,TheNigger,LordJim,
T]Phoon,ある面でNostromoがそ うだ と述べたMoserは 続 けて,初 期 の作
品の長 す ぎる文章 は,と きに もっ とも手におえない コ ンラ ッ ド的文体 を圧倒す
ることがで きる,人 間の感情の流 出 を劇化す るこ とに成功 してい ると指適 して
い る。
コンラ ッ ドに限 らず技法 と'は,作家 が 自分 の主題 を発見 し,展 開 させ,そ の
意味 を読者に伝 え る唯一の方法 で あ り,結 局の ところ,自 ら主題の価値評価 を
行 う唯一の方法 であ り,作 家の注意 をその題材で ある体験 に必然的 に集 中させ
る方法 であ るか ら,技 法 を語 ることな くして現代作家へ の アプ ローチはで きな
い といえ るので ある。
この意味 で コ ンラ ッ ドは二 十世紀 に入 って成功 した最 初の小説家 とい って も
彼 を過大に評価 す ることにはな らない と思 う し,技 法の成功 をふ まえて作 品評
価 と しての さまざまな位置づけが行われて きたのであ る。 そこには,海 を舞 台
とす る,つ ま り,コ ンラッ ドが もっと もよ く知 っていた人生の場 よ り生れ た作
品 にふれ ないで政治 小説 もない ので あ る。 「バ トナ号には長い船橋があ り,ラ
ンチはすべ てそ こに並べ られてい た…… ジムは それ を信 じて もらい たい とい う
気持 をあ らわに見せ なが ら,い つまで も,こ れ らの ボー トを即座 に役 に立つ よ
う準備 させて おい た と,ぼ くは断言 した ものです よ。 あれ は,ど うして りっぱ
な船乗 りで した……」あ とは,こ の小説 が,ど んなに波乱 にみ ち,ど んな港 を
め ぐり,ど こに寄港 しようと,ど うで もいい ので ある。 とにか く小説 が,こ れ
で小説 の反射像 とな ったのであ り,こ の作 品の魅 力をなす のは,も はや 日々 の
継起ではな く,記 憶の ため らいがちな歩み なのであ る。 こ うした印象主義的な
手法 を コ ンラッ ドは1920年以後になって,そ の諸理論 が提 出され る前 に発 見 し
てい たので ある。小説の 中で報告 され る事実 が,克 明 に して軽妙 に画布の上に
描 かれなが ら,そ の画布 の背後 に,は っ きり透 きとお って見 え るもう一つの,
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定 義不能な現実 を暗示す る手法 である。 ヴ ィヴ ィッ ドな物語の,"生彩 にとむ表
面の陰か ら,そ の物 語 をはみ 出 して くる事件の ミステ リーな意味 と深 さが読者
に迫 って くる。難船 も物語の 中のたん なるエ ピソー ドではな く,ず っ しり.した
手 ごたえの ある未知の,分 析不能 な現実,そ のあ との訴訟の際 に も完全 に再構
成 で きない よ うな現実 である。 「これ らの人間が しき りに知 りたがってい る事
実 は,目 で見 ることも触 れてみ ること もで き,感 覚の領域 に属 していた事実 だ
った。空間 と時間の 中にそれ な りの場所 を占め,そ の実現のため に千四百 トン
の蒸気船 と,時 計上の27分間 を要求 した事実 だ った。 さまざまな特 徴 と表 現の
.ニュアンスを含 んだ,一一つの全体 を構成 してい て,複 雑 にはちがい ないが,そ
れ を見た人 間の 目が,記 憶 に とどめ るこ とので きる外形 を もってい た の で あ
る。 だが また,"そ の上 にさ らになにか",目 に見 えないなにか,破 滅へ と積極
的 にはた らきかける精霊 とい うか,か くれたあ る意志,悪 意 ある魂 の ような も
のがあ ったのであ る(LordJim)」客観的物語の背後 に,また作 中人物 が自分の
体験 したで きごとにたい して もつ意識の彼方 に,そ の事件の不可解 な現実 が存
在す るとい う感 覚 と して,こ の"さ らにあ るなにか"こ そ,や がて ジ ョイスや
カフカにおいて,も っと絶対的な様相をおびる小説のある変貌がそこにあるの
である。 もはや物語形式の目的 と素材は,そこに語 られる事柄の中にはな く,複
雑 さと深みと厚みの点で,物 語形式や分析の可能性からはみ出す現実の中にあ
る,とい う小説のパターンと内容 をコンラッドは作 り出 した と言えそ うである。
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